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〜
株
式
会
社
　
前
田
畳
製
作
所
〜
（
三
木
市
吉
川
町
）

■県連合会Letter ２～３頁
・商工会会長会議
・平成二十二年度地域経済活性化支援費補助事業に係る研修会
・ネットde記帳推進セミナー
・県青連　経営革新研修会
・県女性連　第三回理事会

■商工会Letter ３～５頁
・「もちむぎグルメガイド」完成！（福崎町商工会）
・室津牡

か き

蠣のご当地メニュー開発！（たつの市商工会）
・ 五色から愛を、五色からエコを「エコキャップ運動」（五色町商工会）
・浜坂ハマダイコンで特産品を開発！（浜坂町商工会）

■あなたのまちの元気な企業（吉川町） ５頁
■地域力連携拠点事業 ６頁
・事業承継マッチング交流研究会

　
吉
川
町
で
四
十
年
以
上
、
畳
製
造
業
を
営
む
株
式

会
社 

前
田
畳
製
作
所
︵
代
表
取
締
役
・
前
田
敏
康

氏
︶
は
、
昨
年
七
月
に
製
造
部
門
と
営
業
部
門
の
二

つ
の
会
社
を
統
合
し
、
現
社
長
が
就
任
。
円
滑
な
事

業
承
継
に
向
け
て
、
社
員
の
意
識
改
革
や
経
営
理
念

の
共
有
化
に
取
り
組
み
、
組
織
力
を
高
め
た
。

　
自
社
商
品
は
、
無
着
色
、
減
農
薬
、
生
産
者
表
示

に
こ
だ
わ
っ
た
伝
統
的
な
国
産
畳
、
若
年
層
に
も
人

気
の
カ
ラ
ー
畳
、
㈶
全
日
本
柔
道
連
盟
の
公
認
商
品

で
あ
る
柔
道
畳
等
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
畳
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
伝
統
あ
る
西
宮
神
社
や
長

田
神
社
か
ら
も
受
注
が
入
る
。
地
域
で
は
ミ
ニ
畳
作

成
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

︵
関
連
記
事
　
五
頁
︶

▲ミニ畳を手にする前田敏康社長（写真左・左から２番目）と河南知幸統括部長（写真左・左から１番目）
　伝統的な畳表の織機（体験用）（写真右上）・色とりどりのヘリ（写真右下）
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商
工
会
会
長
会
議

県
連
合
会
は
、
一
月
二
十
二
日
、

ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に
お
い

て
平
成
二
十
一
年
度
商
工
会
会
長
会

議
を
開
催
し
た
。

木
南
岩
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、
研

修
Ⅰ
と
し
て
岡
山
県
商
工
会
連
合
会

会
長
の
西
本
和
馬
氏
よ
り
、「
私
が

実
践
し
た
商
工
会
改
革
へ
の
取
組

み
」に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
会
長
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
る

盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
研
修
Ⅱ
で
は
県
産
業
労

働
部
経
営
商
業
課
課
長
補
佐
の
円
増

万
司
氏
よ
り
、「
平
成
二
十
二
年
度

以
降
の
地
域
経
済
活
性
化
支
援
費
補

助
金
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。そ

の
後
、
会
長
会
議
に
お
い
て
、

中
小
企
業
は
も
と
よ
り
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
商
工
会
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、「
商
工
会
職
員
の

県
連
帰
属
化
」
が
決
議
さ
れ
、
平
成

二
十
二
年
四
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
度

地
域
経
済
活
性
化
支
援
費

補
助
事
業
に
係
る
研
修
会

県
連
合
会
は
、
一
月
十
八
日
、
県

商
工
会
館
に
お
い
て
合
併
商
工
会
並

び
に
合
併
予
定
商
工
会
を
対
象
に

「
平
成
二
十
二
年
度
地
域
経
済
活
性

化
支
援
費
補
助
事
業
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。
合
併
し

た
商
工
会
運
営
に
係
る
諸
問
題
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
・
運
営
の
改
善
や

問
題
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る
。

全
国
商
工
会
連
合
会
組
織
運
営
課

長
の
榎
本
陽
介
氏
が
、
商
工
会
改
革

の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
組
織
機

能
の
強
化
・
職
員
の
資
質
向
上
・
財

政
基
盤
の
強
化
等
、
商
工
会
組
織
内

の
改
革
と
と
も
に
、
巡
回
訪
問
の
強

化
、
地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携

な
ど
会
員
、
地
域
へ
の
貢
献
に
向
け

た
行
動
の
重
要
性
を
講
義
し
た
。
ま

た
県
産
業
労
働
部
経
営
商
業
課
課
長

補
佐
の
円
増
万
司
氏
よ
り
、
市
町
合

併
の
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
今
後
の

補
助
金
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
聞
き
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

～
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
の
推
進
に
向
け
て
～

ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
推
進

セ
ミ
ナ
ー

県
連
合
会
は
、
一
月
十
四
日
、
神

戸
市
・
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
推
進
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
県
内
の
商
工
会
職

員
四
十
名
が
参
加
し
た
。

全
国
連
組
織
運
営
部
情
報
能
力
開

発
課
の
中
川
洋
氏
よ
り
「
ネ
ッ
ト
d
e

記
帳
シ
ス
テ
ム
の
二
十
一
年
度
改
善

点
及
び
電
子
申
告
機
能
の
操
作
に
つ

い
て
」、
滋
賀
県
商
工
会
連
合
会
経

営
支
援
課
広
域
指
導
室
の
上
田
克
也

氏
よ
り
「
自
計
化
推
進
の
先
進
事
例

に
つ
い
て
」
の
話
が
あ
っ
た
。
実
際

に
成
果
の
上
が
っ
て
い
る
自
計
化
推

進
事
例
な
ど
、
記
帳
機
械
化
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ

た
。ま

た
、
県
連
合
会
組
織
支
援
課
か

ら
自
計
化
推
進
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
全
国
連
の
「
電
子

決
算
広
告
」
サ
ー
ビ
ス
利
用
可
能
の

説
明
と
、「
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
」
自

計
化
推
進
に
つ
い
て
依
頼
を
行
っ

た
。

お客さまを最優先に
　ありがとうの気持ちを込めて
お客さまを最優先に
　ありがとうの気持ちを込めて

50

▲ネットde 記帳の説明を聞く参加者たち

▲全国連組織運営課長の榎本氏の講議

▲質問を受ける岡山県連会長の西本氏

タイトル　 生産管理シリーズ① 
現場改善の基本手法

日　　時　平成₂₂年４月₂₀日（火）
　　　　　～４月₂₂日（木）［３日間］
会　　場　 中小企業大学校関西校
対 象 者　 生産部門のリーダー・

管理者
受 講 料　₂₇，₀₀₀円
定　　員　3₀名
詳細情報　http://kansaiko.jp/

研修のご案内
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県
青
年
部
連
合
会
︵
霞
末
浩
二
会

長
︶
は
、
一
月
二
十
七
日
、
福
崎
町

商
工
会
館
︵
福
崎
町
︶
に
お
い
て
、

経
営
革
新
研
修
会
を
開
催
し
、
県
下

各
地
域
の
青
年
部
員
等
一
〇
三
名
が

参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
今
年
度
の
県
青
連
重
点

事
業
で
あ
る
経
営
革
新
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
㈱
流
通
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
代
表
取
締
役
・
川
上
正
人
氏
が

「
経
営
革
新
認
証
の
メ
リ
ッ
ト
と
取

組
み
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
佐
賀
県
青
連
の
㈲
坂
本
自

動
ド
ア
製
作
所
の
坂
本
武
徳
氏
、
㈲

松
永
無
線
工
業
の
松
永
太
氏
、
川
口

金
物
店
の
川
口
徳
隆
氏
に
よ
る
「
経

営
革
新
計
画
に
取
組
ん
だ
経
緯
、
効

果
に
つ
い
て
」
事
例
発
表
が
行
わ
れ

た
。

　
そ
の
後
、
浜
坂
町
商
工
会
青
年
部

の
岡
本
雄
一
郎
氏
を
加
え
、「
経
営

革
新
認
証
は
青
年
部
員
や
青
年
部
活

動
に
ど
の
よ
う
な
利
点
を
も
た
ら
す

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
県
女
性
部
連
合
会
︵
行
　
幸
子
会

長
︶
は
、
一
月
七
日
、
県
商
工
会
館

に
て
第
三
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　
議
案
協
議
に
先
立
ち
、
佐
用
町
・

坂
本
ひ
と
み
副
会
長
よ
り
、十
一
月
、

十
二
月
に
実
施
し
た
女
性
部
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
実
行
委
員
会
の
内
容
報
告

が
あ
っ
た
︵
同
氏
は
実
行
委
員
長
︶。

　
ま
た
、
理
事
会
の
提
出
議
案
は
次

の
と
お
り
。

① 

全
女
性
連
か
ら
の
台
風
九
号
災
害

に
係
る
義
援
金
に
つ
い
て

②
平
成
二
十
二
年
度
事
業
に
つ
い
て

　
①
で
は
、
全
女
性
連
・
長
崎
県
女

性
連
よ
り
本
会
に
送
ら
れ
た
義
援
金

の
用
途
に
つ
い
て
検
討
し
、
佐
用

町
・
宍
粟
市
・
朝
来
町
の
女
性
部
に

対
し
、
部
員
被
害
件
数
等
に
応
じ
て

配
分
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
②
で
は
、
商
工
会
合
併
に
よ
る
二

十
二
年
度
会
費
収
入
減
少
へ
の
対
策

を
検
討
。
今
年
度
事
業
の
内
容
と
経

費
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
次
年

度
事
業
計
画
立
案
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

■
お
わ
び
と
訂
正

　
一
月
二
十
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
会
報
二
月

号
（
6
3
0
号
）
P
4
の
記
事
の
中
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
芦
屋
市
商
工
会
青
年

部
長
に
つ
い
て
、「
内
藤
貴
之
部
長
」
と
す
る
と

こ
ろ
が
「
岡
田
栄
二
部
長
」
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

▲佐賀県青連からの事例発表

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

「もちむぎグルメガイド」完成！
～ 福崎町商工会 ～

〜
経
営
革
新
認
証
を
目
指
し
て
〜

県
青
連 

経
営
革
新
研
修
会

〜
平
成
二
十
二
年
度
事
業
等

二
議
案
を
協
議
〜

県
女
性
連
　
第
三
回
理
事
会

　福崎町商工会（後藤雅一会長）では昨年度に取り組
んだ「地域資源∞全国展開プロジェクト」を継続させ
るため、県連合会の地域活力増進事業を活用し、町特
産の「もち麦」を使った料理やお菓子などのメニュー
づくりを町内飲食店に呼びかけ「もちむぎグルメガイ
ド」を作成した。「もちむぎ麺」だけでなく「ラーメン」
や「ケーキ」、「たい焼き」、「パン」、「クッキー」、「チ
ヂミ」などバラエティーに富んだ3₀店舗のお店の料理
を紹介している。
　「もち麦」は大麦の一種で他の麺に使用される小麦に
比べ高タンパク・高ミネラルで、βグルカンという食
物繊維を多く含んでおり、健康食品としても注目を浴
びている。「もちむぎグルメ」は、どれも健康的で「も
ち麦」の風味とモチモチした食感があり、とてもおい
しく仕上がっている。今後は、若年層の方にも「もち
むぎグルメガイド」を知ってもらうために携帯サイト
を作成し、QR コードを付けたガイドを県内の主な観
光施設などに置く予定である。

▲

 

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
手
に
す
る
福
崎
町
商
工
会

会
長
後
藤
氏（
右
）と
同
事
務
局
長
村
上
氏（
左
）

主な行事予定

３
月
の
こ
よ
み

5
日
㊎
　
正
副
会
長
会

9
日
㊋
　
県
女
性
連
理
事
会
等

11
日
㊍
　
理
事
会

15
日
㊊
　
県
青
連
理
事
会
等

16
日
㊋
　 

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
研
究
会

24
〜
25
日 

　
地
域
力
連
携
拠
点

事
業
研
修
会

26
日
㊎
　
臨
時
総
会

４
月
の
こ
よ
み

13
日
㊋
　
県
女
性
連
理
事
会
等

27
日
㊋
　 

県
女
性
連
主
張
発
表
大

会
・
幹
部
講
習
会
等

28
日
㊌
　 

監
事
会

 
た
ん
た
ん
連
携
い
い
も
の
発
掘
支
援
相
談
会

　
　
日
時
　 

平
成
��
年
３
月
�3
日
︵
火
︶
13
時
～

　
　
場
所
　 

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
19
階

　
　
　
　
　
経
営
支
援
プ
ラ
ザ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
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取
り
組
ん
で
き
た
。

　
お
披
露
目
会
で
は
牡
蠣
の
む
き
身

入
り
の
コ
ロ
ッ
ケ
二
種
と
牡
蠣
エ
キ

ス
で
調
味
し
た
「
牡
蠣
し
ょ
う
ゆ
」

を
試
食
。
季
節
的
商
品
で
あ
る
牡
蠣

の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
新
し

い
可
能
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

今
後
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ

し
、
商
品
化
を
目
指
し
て
地
域
事
業

者
等
の
さ
ら
な
る
参
画
を
図
っ
て
い

く
。「
牡
蠣
し
ょ
う
ゆ
」
は
一
本
三

百
㎖
入
り
で
、注
文
は
一
ケ
ー
ス︵
十

二
本
︶
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
。
淡

口
で
ま
ろ
や
か
な
甘
口
が
特
徴
で
、

様
々
な
料
理
に
活
用
で
き
る
と
評
判

で
あ
る
。︵
た
つ
の
市
商
工
会
　
〇

七
九
一

－

七
二

－

七
五
五
〇
︶

　
た
つ
の
市
商
工
会
︵
木
南
岩
男
会

長
︶
で
は
、
一
月
二
十
七
日
に
同
市

商
工
会
館
に
お
い
て
、「
室
津
の
牡

蠣
」
と
「
た
つ
の
醤
油
」
を
活
用
し

た
特
産
品「
牡
蠣
し
ょ
う
ゆ
」と「
牡

蠣
コ
ロ
ッ
ケ
」
の
試
作
品
を
披
露
す

る
会
を
開
い
た
。

　
同
市
御
津
町
に
古
く
か
ら
栄
え
る

室
津
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
牡
蠣
は
、

身
が
ふ
っ
く
ら
と
大
き
く
、
熱
を
加

え
て
も
縮
ま
り
に
く
い
。
ま
た
、
た

つ
の
淡う

す

口く
ち

醤
油
づ
く
り
は
安
土
桃
山

時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
地
域
資
源
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

同
商
工
会
で
は
県
連
合
会
の
地
域
活

力
増
進
事
業
助
成
金
を
活
用
し
、
特

産
品
開
発
委
員
会
に
お
い
て
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
中
心
と
な

り
、
牡
蠣
生
産
業
者
や
醤
油
製
造
会

社
の
協
力
を
得
て
、
特
産
品
作
り
に

▲「エコキャップ運動」に取り組む青年部員

室
津
牡か

き蠣
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
開
発
！

〜
た
つ
の
市
商
工
会
〜

浜
坂
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
で
特
産
品
を
開
発
！

〜
浜
坂
町
商
工
会
〜

　
五
色
町
商
工
会
青
年
部
︵
浜
田
大

亮
部
長
︶
で
は
、
平
成
二
十
年
十
月

よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
て
N
P
O
法
人
・
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
推
進
協
会
︵
横
浜
市
︶
の
登
録
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
へ
送
付
し
、
売
却
益

を
ワ
ク
チ
ン
寄
贈
団
体
へ
寄
付
す
る

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
環
境
・
資
源
・
リ
サ
イ

ク
ル
問
題
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
命
の
大
切
さ
、
助
け
合
い
の
心
を

広
め
る
と
い
っ
た
社
会
的
意
義
の
高

い
活
動
で
あ
る
と
し
て
、
青
年
部
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　
洲
本
市
五
色
地
域
の
教
育
機
関
、

公
共
施
設
、
会
員
事
業
所
、
一
般
家

庭
や
町
外
か
ら
の
協
力
も
あ
り
、
過

去
四
回
の
キ
ャ
ッ
プ
送
付
数
は
累
計

で
約
七
百
六
十
キ
ロ
、
約
三
十
万
個

と
な
っ
た
。
送
付
数
を
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
に
換
算
す
る
と
約
三
百
八
十
人

分
、
焼
却
時
に
発
生
す
る
C
O
2
を
約

二
千
四
百
キ
ロ
抑
制
し
た
こ
と
に
な

る
。
今
後
も
「
五
色
か
ら
愛
を
、
五

色
か
ら
エ
コ
を
　
G

⊖

♥
E
C
O

︵
ジ
ー
・
ア
イ
・
エ
コ
︶」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
浜
坂
町
商
工
会︵
守
山
康
博
会
長
︶

は
、
平
成
二
十
一
年
度
地
域
活
力
増

進
事
業
と
し
て
、「
浜
坂
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン
に
よ
る
特
産
品
等
開
発
事
業
と

地
域
振
興
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
度
、
特
産
品
等
開

発
の
一
つ
と
し
て
「
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン

お
ろ
し
ぽ
ん
酢
」
と
「
ハ
マ
ダ
イ
コ

ン
お
ろ
し
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
開
発

し
た
。
こ
の
事
業
は
本
年
度
で
三
年

目
の
取
り
組
み
と
な
り
、
ぽ
ん
酢
の

製
造
は
二
年
目
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

製
造
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
初
め
て

取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
原
材
料
と
な
る
浜
坂
ハ
マ
ダ
イ
コ

ン
は
、
浜
坂
町
で
有
機
肥
料
の
み
用

い
て
栽
培
し
た
も
の
を
使
用
し
、
ぽ

ん
酢
に
は
「
柚
と
伊
予
柑
」、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
に
は
「
玉
葱
」
を
そ
れ
ぞ
れ

加
え
て
い
る
。
柚
と
伊
予
柑
の
風
味

と
酸
味
が
、
浜
坂
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の

旨
み
を
引
き
出
し
、
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
味
わ
い
と
サ
ッ
パ
リ
と
し
た
口
あ

た
り
で
、
ほ
の
か
に
甘
み
の
あ
る
ぽ

ん
酢
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
は
、
お
ろ
し
の
サ
ッ
パ
リ
感

と
玉
葱
の
甘
み
に
よ
り
、
絶
妙
の
味

わ
い
と
な
っ
て
い
る
。　
商
品
ラ
ベ

ル
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
」
を
あ
し
ら
い
、

明
る
く
P
O
P
な
感
じ
と
な
っ
て

い
る
。

　
同
会
で
は
、
浜
坂
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン

に
よ
る
特
産
品
開
発
事
業
に
よ
り
、

そ
の
花
を
活
用
し
た
景
観
形
成
等
の

地
域
振
興
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
来
年
度
以
降
も
引
き

続
き
同
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
活
力
に
繋
げ
た
い

と
し
て
い
る
。

五
色
か
ら
愛
を
、五
色
か
ら
エ
コ
を「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」

〜
五
色
町
商
工
会
青
年
部
〜

▲ 「ハマダイコンおろしぽん酢」（左）
　「ハマダイコンドレッシング」（右）

五色から愛を、五色からエコを

Ｇ
ジー

‒♥
アイ

Ｅ
エ コ

ＣＯ

▲ 浜坂町のイメージキャラクター
「ハマちゃん」
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円
滑
な
事
業
承
継
と
労
務
改
善
の
取
組

　
同
社
は
親
族
が
手
掛
け
て
い
た
製

畳
業
を
、
前
田
敏
康
社
長
の
父
が
継

承
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
法
人
化
。

同
社
長
は
銀
行
を
退
職
し
て
入
社

し
、
平
成
八
年
に
神
戸
で
自
社
製
造

の
畳
の
営
業
を
行
う
会
社
を
設
立
し

た
。
昨
年
七
月
に
二
つ
の
会
社
を
統

合
し
、
社
名
を
「
前
田
製
畳 

株
式

会
社
」
か
ら
「
株
式
会
社 

前
田
畳

製
作
所
」
に
変
更
し
た
。

　
円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に
、
商

工
会
か
ら
県
連
合
会
の
前
田
欣
也

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
社
員
の
意
識
改
革
や
経
営
理

念
の
共
有
化
に
二
～
三
年
を
費
や
し

た
。
具
体
的
に
は
、「
職
場
の
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
」
と
い
う
就
業
規
則
と
経
営

理
念
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
話
し

言
葉
で
ま
と
め
た
手
引
き
を
作
成
し

て
全
社
員
に
配
布
し
た
。
ま
た
「
何

の
た
め
に
働
く
の
か
」
を
考
え
る
機

会
を
常
に
持
っ
て
い
る
。
社
員
は
年
代

層
が
広
く
、
従
来
は
個
々
の
職
人
気

質
が
、
組
織
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
作
用

す
る
面
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
若
手

社
員
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん
聞
き
出
し
、

教
え
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
製
造

と
営
業
の
溝
を
埋
め
る
た
め
に
、
定

期
的
な
現
場
会
議
や
、
朝
礼
な
ら
ぬ

「
昼
礼
会
」
を
月
二
～
三
回
行
い
、

休
日
に
も
社
員
と
交
流
を
深
め
て
い

る
。
会
社
の
統
合
に
よ
り
「
組
織
力

が
高
ま
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
る
。

畳
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

　
経
営
理
念
は
「
日
本
文
化
の
維
持

と
発
展
に
貢
献
す
る
」
で
あ
る
。

　
畳
の
材
料
で
あ
る
イ
グ
サ
の
約
九

割
が
海
外
産
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

着
色
料
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
現

状
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
で
き
る

だ
け
日
本
の
材
料
を
使
い
、
日
本
の

伝
統
文
化
と
イ
グ
サ
農
家
を
守
っ
て

い
き
た
い
。
イ
グ
サ
は
国
内
の
九
十

五
％
を
熊
本
県
で
生
産
し
、
そ
の
中

の
九
十
％
が
八
代
産
で
あ
る
イ
グ
サ

は
冬
に
植
え
付
け
し
、
暑
い
夏
に
刈

り
取
る
の
で
、
苛
酷
な
農
作
業
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
イ
グ
サ
農
家
に
畳

を
使
用
し
て
い
る
顧
客
の
声
は
届
き

に
く
い
。
畳
の
納
品
現
場
を
記
録
に

残
し
、
農
家
に
自
分
の
育
て
た
イ
グ

サ
が
畳
に
な
っ
て
い
る
写
真
を
見
て

も
ら
う
と
「
や
り
が
い
が
あ
る
し
、

元
気
が
出
る
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
。

　
製
造
現
場
で
は
、
高
品
質
の
も
の

が
な
ぜ
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の

か
、
売
れ
な
い
の
か
と
葛
藤
し
て
い

る
。
多
く
の
場
合
、
畳
は
一
種
類
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の

で
、
顧
客
に
畳
の
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
、
自
社
商
品
を
提
案

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
以

前
は
畳
を
作
っ
て
売
る
だ
け
で
商
売

が
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
業

界
全
体
の
状
況
が
刻
々
と
変
化
し
て

い
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

し
て
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

自
社
の
こ
だ
わ
り
、
イ
チ
オ
シ
商
品

　「
和
ら
ぎ
や
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
作
り
、
こ
だ
わ
り
の
畳
︵
国
産
、

無
着
色
、
減
農
薬
、
生
産
者
表
示
︶

を
販
売
し
て
い
る
。
特
定
生
産
者
の

イ
グ
サ
を
材
料
に
、
職
人
が
手
縫
い

で
仕
上
げ
た
特
注
畳
も
扱
っ
て
い
る
。

　
若
年
層
に
人
気
が
あ
る
カ
ラ
ー
畳

は
紙
、樹
脂
の
も
の
を
作
っ
て
お
り
、

水
拭
き
で
き
る
の
で
飲
食
店
に
も
最

適
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
住
宅
に

も
活
用
さ
れ
、
お
し
ゃ
れ
な
和
空
間

作
り
を
演
出
し
て
い
る
。

　
柔
道
畳
で
は
㈶
全
日
本
柔
道
連
盟

公
認
用
具
指
定
業
者
、
公
認
商
品
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
で
十
一
社
公
認

と
希
少
で
、
そ
の
中
で
も
自
社
工
場

で
生
産
し
て
い
る
会
社
は
少
な
い
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
、
ミ
ニ
畳
の
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
一
週
間
で
千
人

ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
こ
だ
わ
り

の
畳
に
触
れ
て
も
ら
い
、
顧
客
が
何

を
求
め
て
い
る
か
、
自
分
た
ち
の
目

と
耳
で
確
か
め
て
い
る
。
熊
本
か
ら

イ
グ
サ
生
産
者
た
ち
も
応
援
に
駆
け

付
け
、
畳
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
っ

て
い
る
。

　
自
社
H
P
で
は
イ
グ
サ
の
成
長
日

記
や
畳
の
納
品
の
様
子
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
見
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

魅
力
あ
る
H
P
で
商
品
を
宣
伝
し
て

い
き
た
い
。

地
域
、
商
工
会
に
対
す
る
想
い

　
吉
川
町
の
特
性
、
自
慢
は
ず
っ
と

残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
吉
川
町
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
で
、
気
持
ち
に
ゆ

と
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
地
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　
商
工
会
に
は
日
頃
か
ら
労
務
や
税

務
指
導
で
お
世
話
に
な
り
、
県
連
合

会
の
専
門
家
派
遣
で
も
支
援
を
受
け

て
い
る
。
特
に
事
業
承
継
で
の
指
導
の

成
果
は
大
き
い
。
商
工
会
の
支
援
策

は
ど
ん
ど
ん
利
用
し
な
い
と
損
で
あ

る
。
企
業
の
情
報
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る

し
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
。
サ
ポ
ー

ト
が
手
厚
く
非

常
に
あ
り
が
た

い
。
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
地

域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑮

株
式
会
社
　
前
田
畳
製
作
所

〜
三
木
市
吉
川
町
〜

企業概要
①企業名　株式会社　前田畳製作所
②代表者　前田　敏康
③住所　（本社）神戸市兵庫区永沢町3︲₈︲₈
　　　　（工場）三木市吉川町実楽₄₅₈
④電話　（本社）₀₇₈︲₅₇₈︲₀1₇₂
　　　　（工場）₀₇₉₄︲₇3︲₀3₉₀
⑤URL　http://www.maeda-tatami.com/
⑥資本金　1，₀₀₀万円
⑦創業年　昭和₄₅年（1₉₇₀年）
⑧従業員　₂₅名
⑨商工会員歴　₄₀年

▲ 「職場のルールブック」
を手にする前田社長

▲伝統的な畳の手ぬい作業

㈱前田畳製作所
ミニ畳作成イベントを開催します！
場所＊ DUO Gallery ぎゃらりｰ２

（神戸駅地下街）
日時＊４月１日㈭～６日㈫
　　　11：₀₀～1₉：₀₀
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631 平成��年２月�0日

後継ぎ探し、事業拡大・創業を目指している方へ後継ぎ探し、事業拡大・創業を目指している方へ

新事業、新分野への進出、経営革新・第二創業を考えている方　等

事業部・経営支援課

～事業継続に向けて～
「中小企業が地域社会に承継するもの」

～人と人とのつながりを通して～
「地域社会に貢献する企業づくり」

参加自由

※交流会（名刺交換会）参加の場合のみ、参加費3,000円が必要です。会費は当日会場で申し受けます。

後継者が見つからない事業者および新事業・新分野に創建・事実展開を考えている
事業者等に対し、経営資源を有効活用するための交流研究会です。

神戸
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